
○事業所名

○保護者評価実施期間

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 29世帯 （回答者数） 27世帯(93.1％)

○従業者評価実施期間

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5名 （回答者数） 5名

○事業者向け自己評価表作成日

＜結果＞

令和7年度、PROGRESS 株式会社チャイルドSP花丘として新スタートをしました。

1年に1度実施している保護者評価ですが、今年度は29世帯中27世帯 (93.1%)ご回答をいただきました。誠にありがとうございます。

チャイルドSP花丘で過ごす子ども達の笑顔をよりリアルにお伝えしたいという思いから、連絡帳にICTを導入しました。私たちの

願いは「子ども達が自分らしく、幸せに生きる力を育んでいくこと」です。そのための具体的な目標の一つとして、生活技術

(ソーシャルスキル)の習得と同時に、それらを駆使して楽しめる能力(ライフスキル)の育成に尽力している事があげられます。自分の

ために最善の選択をして行動すること、相手を認める共感的コミュニケーション、創造的思考に自己肯定感の習得。その土台には、

楽しさと心地よさが必要です。子ども達がそれぞれのペースで、自分の「今」を楽しみながら、未来へのワクワクを感じられるよう

変わらず支えていきたいと考えています。

【環境・体制について】

限られた空間ですが、学習ルームとプレイルームを区分して行動が分かりやすくなるように支援しています。また外遊びを多く取り

入れていることにも多数評価をいただきました。現在、児童発達支援管理責任者1名、保育士1名、児童指導員3名の正社員に加え

経験豊かな非常勤児童指導員が多数勤務してくれています。エンパワメントの視点をもつ指導員が個別、または小集団で支援する

体制を整えています。

【適切な支援の提供について】

「子どもの特性を充分理解し、良くない点は本人の納得できるよう伝えながら本人の良いところを尊重し伸ばしてくれようと支援

している」 「本当に子どもの事をよくわかっていて見守る温かい目がありいつも信頼関係を感じる」「一人一人にあったペースで

指導している」等のご意見をいただきました。また「たくさん先生がいてみなさん優しい」 「同じ先生方が変わらずに寄り添って

くれているので安心」と保護者様が指導員に対して安心感と信頼をもって下さっていることを感じました。 職員一同、安心して

任せていただけるようより精進して参ります。

【保護者への説明等について】

「支援計画の説明のたびに本人の成長や様子が手に取るように分かりやすく説明してくれる。本人の困る点や課題等は特性を理解

したうえで客観的視点で対策や対応を前向きに支援計画を立てているので安心と希望が持てる」「障害のある子の育児をしていて

心が折れることがあるが親の支援もしてくれ我が子の事を面白がれるようになった」「いつも丁寧な計画をありがとうございます」

等のご意見をいただきました。面談や計画では、より具体的にお伝えすることができるよう心掛けています。オルタナティブ

(多様な価値観)の観点で一人一人の強みを発掘し、その魅力を共有していけるようにして参ります。

【非常時の対応について】

契約時に、感染症及び非常災害時の対応マニュアルをお渡ししご説明しています。避難訓練においては消防署にご協力いただき年2回

の訓練を実施しています。また長崎市少年消防クラブに所属し地域の防災イベントへの参加や花丘町の民生委員さんと情報交換を

行い対策を行っています。

【満足度について】

たくさんのあたたかいメッセージを添えていただき、誠にありがとうございます。地域の方、保護者様と共に同じ気持ちで子ども

達の育ちに携わらせていただけていることは本当に幸せなことだと感じています。事業所の理念ウェルビーイングの尊重と

オルタナティブな生き方の提示を根本に、 いつも心の傍らにファンタジーをもって、子ども達との日々を未来につながる実りある

1日にできますようチームで支援に取り組んで参ります。今後とも、ご協力よろしくお願いいたします。

　　公表　事業所における評価総括（放課後等デイサービス）

チャイルドＳＰ花丘

令和 7 年　10 月　1日　　～　令和 7年　10 月　31 日

令和 7 年　10 月　1日　　～　令和 7年　10 月　31 日

令和 7 年　12 月　1 日


